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本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
保
険
労
務
士
制
度
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
鑑
み
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
団

体
が
行
う
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
す
る
民
間
紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
特
定
社
会
保
険
労
務
士
が
単
独
で
紛
争
の
当
事
者
を

代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
紛
争
の
目
的
の
価
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
、
社
会
保
険
労
務
士
が
裁
判
所
に
お
い
て
補
佐
人
と
な
る

制
度
を
創
設
し
、
及
び
社
員
が
一
人
の
社
会
保
険
労
務
士
法
人
を
設
立
で
き
る
こ
と
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
団
体
が
行
う
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
す
る
民
間
紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
、
特
定
社
会
保

険
労
務
士
が
単
独
で
紛
争
の
当
事
者
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
紛
争
の
目
的
の
価
額
の
上
限
を
、
百
二
十
万
円
に
引
き
上

げ
る
。

二

社
会
保
険
労
務
士
は
、
事
業
に
お
け
る
労
務
管
理
そ
の
他
の
労
働
に
関
す
る
事
項
及
び
労
働
社
会
保
険
諸
法
令
に
基
づ
く

社
会
保
険
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
補
佐
人
と
し
て
、
弁
護
士
で
あ
る
訴
訟
代
理
人
と
と
も
に
出
頭
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し
、
陳
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

社
会
保
険
労
務
士
法
人
は
、
二
の
事
務
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

社
会
保
険
労
務
士
は
、
社
員
が
一
人
の
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
設
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
四
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


